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町営住宅の入居者を募集します
■入居募集住宅
団地名 構　造 間　取建設年度 募集

戸数
入居対象
世帯員数 家賃(月額) 駐車場 入居収入基準

※猪野西部団地は南部保育所の近く、猪野東部団地はオークワの向かい側、猪之山団地は猪之山、井之台団地は芝崎会館横。
※収入基準(月額) ＝ (申込者及び同居する親族全員の平成27年分合計所得－公営住宅法で定める世帯控除額)÷１２
※裁量世帯とは、○申込者が昭和32年4月1日以前生まれで、かつ、同居する親族のいずれもが昭和32年4月1日以前生まれ
　　　　　　　　 又は18歳未満である世帯
　　　　　　　 ○申込者又は同居する親族が、身体障がい者手帳（１～４級）の交付を受けている世帯
　　　　　　　 ○同居する親族に小学校就学前の子どもがいる世帯　など

■募集期間・申込書類提出先
   ２月６日(月)～２月１７日(金)
　みなべ町役場 建設課　午前８時30分～午後５時15分まで（土・日・祝日を除く）

■資格要件
　① １年以上みなべ町内に住所又は勤務場所を有すること。
　② 現に同居し、又は同居しようとする親族がいること。
　③ 市町村税又は町営住宅の家賃を滞納していない者であること。
　④ 現に住宅に困窮していることが明らかな者であること。
　⑤ 申込者又は現に同居し、若しくは同居しようとする親族が暴力団員でないこと。
　⑥ 井之台１ＤＫは、単身者の場合60歳以上の方(または昭和32年4月1日以前に生まれた方)、身体障
　　 害者手帳1級から4級までの交付を受けている方など
　
■必要書類
　①入居申込書、宣誓及び同意書　（用紙は役場建設課にあります）
　② 申込者及び同居する親族全員の住民票
　③ 申込者及び同居する親族全員の平成28年度所得証明書
　④ 申込者及び同居する親族全員の市町村税に未納がない証明書
　⑤ その他、町が必要とする書類
　
■選考方法
　募集締切後、町営住宅選考委員会で審査を行い、順位の決め難い場合は、抽選対象世帯による
公開抽選を行います。

■その他
　申込み資格要件に該当しない場合や、提出書類に不備がある場合は受け付けできません。
　申込みを希望される方は、事前に役場建設課で資格要件、必要書類等をご確認ください。

猪野（西部）

猪野（西部）

猪野（西部）

猪野（東部）

猪野（東部）

猪之山

井之台

井之台

井之台

井之台

昭和50年

昭和52年

昭和61年

昭和63年

昭和63年

昭和61年

平成23年

平成23年

昭和53年

昭和53年

簡易耐火２階建

簡易耐火２階建

木造平屋建

木造２階建

木造２階建

木造平屋建

　

簡易耐火２階建

簡易耐火２階建

４ＤＫ

４ＤＫ

２ＤＫ

４ＤＫ

４ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

１ＤＫ

４ＤＫ＋増築

４ＤＫ

３人以上

３人以上

２人以上

３人以上

３人以上

２人以上

２人以上

３人以上

３人以上

無

無

有

有

無

有

有

有

有

有

１戸

１戸

１戸

１戸

１戸

１戸

１戸

２戸

１戸

１戸

準耐火2階建
集合住宅

13,700円～
18,200円

月　額　 114,000円以下
(裁量世帯 139,000円以下)

月　額　 114,000円以下
(裁量世帯 139,000円以下)

月　額　 158,000円以下
(裁量世帯 214,000円以下)

月　額　 158,000円以下
(裁量世帯 214,000円以下)

月　額　 114,000円以下
(裁量世帯 139,000円以下)

月　額　 158,000円以下
(裁量世帯 214,000円以下)

月　額　 114,000円以下
(裁量世帯 139,000円以下)

月　額　 114,000円以下
(裁量世帯 139,000円以下)

月　額　 158,000円以下
(裁量世帯 214,000円以下)

月　額　 158,000円以下
(裁量世帯 214,000円以下)

14,100円～
18,600円

12,000円～
23,600円

15,400円～
30,300円

15,400円～
20,400円

14,000円～
27,400円

15,300円～
20,200円

11,900円～
15,700円

14,700円～
28,900円

14,700円～
28,900円

準耐火2階建
集合住宅

単身者
又は２人
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平成２９年 みなべ町成人式

NEWS

　１月４日（水）、平成２９年みなべ町成人式が、紀州南部ロイヤルホテルで行わ
れ、１２４名の新成人が出席されました。
　今年の新成人は、平成８年４月２日から平成９年４月１日生まれの方で、男性７６
名、女性８６名 計１６２名です。（町内の中学校を卒業後転出した方、印南町・
橋ヶ谷の方も含みます。）

　式典では、小谷町長、竹本栄次議会議長、芦硲幸至教育委員長から、それぞれお祝いの言葉が贈られ、それに応え
て成人式実行委員長の坂北瑞歩さんが、「地域社会の発展に寄与する活動に取り組むこと、故郷みなべをいつまでも守
り続けていくこと、責任ある行動のとれる大人となるよう精進努力してまいります。」と謝辞を述べられました。
　式典の後、全員で記念撮影をし、引き続き実行委員の皆さんが企画したゲームなどを楽しみました。
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世界農業遺産「みなべ・田辺の梅システム」　ロゴマーク決定

　１月16日、みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会総会で応
募総数380点の中から「みなべ・田辺の梅システム」ロゴマークが決
定しました。
　決定したロゴマークは、静岡県在住の一戸 健一様の作品です。
　今後、パンフレットやみなべ・田辺地域の農産物、土産品等に使用
し、統一したPR活動を進めていきます。
　今月の広報の18ページ（裏面）にロゴマークを掲載しています。

森 惠美子さんに遺族追賞

　平成27年度に故森惠昭さんから、青少年が学校教育やボランティ
ア活動等様 な々学習や体験を通して、学力のみならず、ふるさとへの
誇りと豊かな感性を育んでもらいたいとのことで「生涯学習基金」とし
て、多額のご寄付をいただきました。
　森惠昭さんがご逝去されたため、遺族追賞が夫人の惠美子さん
に贈られました。

ひかり保育園でおじいちゃん、おばあちゃんとの集い 

　１月13日、ひかり保育園（園児19名）でおじいちゃん、おばあちゃんと
の集いが開催されました。
　この集いは、昔ながらの伝統行事、凧作り・凧揚げを祖父母と一緒
に楽しでもらおうとのことで、毎年、実施されています。
　夫婦で参加された方は、「今年が初めての参加です。孫と一緒で
楽しい。」と笑顔で話されていました。

第53回日高地方駅伝競走大会　優勝！ （３区・７区・９区で区間賞を獲得）

　１月15日、第53回日高地方駅伝競走大会が美浜町で開催され、御坊・日高の１市６町が参加、小学生男女各３名と
一般３名がタスキをつなぎ９区間20キロを走りました。
　みなべ町チームは優勝（１時間１３分１秒）を果たし、各区間でも３区で沖見直哉さん、７区で橋本日菜子さん、９区で
林優さんが、それぞれ区間賞を獲得しました。
　今月の広報の18ページ（裏面）に選手の皆さんの写真を掲載しています。　　
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国
民
年
金
に
は
、保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
と

割
引
き
さ
れ
る
な
ど
、様
々
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
早
割
制
度
〕

　
口
座
振
替
日（
通
常
は
翌
月
末
）を
当
月
末
に
す

る
と
、保
険
料
が
１
か
月
あ
た
り
50
円
割
引
さ
れ
ま

す
。初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
、初
回
の
み
前
月
分

と
当
月
分
が
一
緒
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

〔
前
納
割
引
制
度
〕

　
４
月
か
ら
の
２
年
分
、１
年
分
、６
か
月
分
を
前

納
す
る
と
割
引
き
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
口
座
振
替
で

前
納
す
る
と
現
金（
納
付
書
）で
納
め
る
よ
り
も
割

引
き
さ
れ
ま
す（
下
表
の
と
お
り
）。

　
口
座
振
替
で
の
前
納
は
２
月
末
ま
で
に
申
込
み
が

必
要
で
す（
口
座
振
替
日
は
５
月
１
日
）。

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、２
月
28
日（
火
）

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の

　
割
引
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ま
で
に
金
融
機
関
、郵
便
局
、年
金
事
務
所
の
い
ず

れ
か
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（※

年
金
手
帳
、預
貯

金
通
帳
・
通
帳
届
出
印
が
必
要
で
す
）。

　
現
金
で
の
前
納
は
、４
月
に
送
ら
れ
て
く
る
前
納

用
の
納
付
書
を
使
って
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
保
険
料
の
後
納
制
度
〕

　
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
に
限

り
、過
去
５
年
以
内
に
収
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
将
来
受
給
で
き
る

年
金
額
が
増
え
る
ほ
か
、受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
後
納
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。後
納
で
き
る
期

間
や
金
額
な
ど
、く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〔
付
加
年
金
の
上
乗
せ
支
給
〕

　
第
１
号
被
保
険
者
や
任
意
加
入
被
保
険
者
が
保

険
料
に
付
加
保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）を
加
え
て
納

め
る
と
、老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金（
２
０
０
円×

付
加
保
険
料
納
付
月
数
）が
上
乗
せ
支
給
さ
れ
ま

す
。

年
金
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は

　
田
辺
年
金
事
務
所（
℡
24
|
０
４
３
２
）ま
た
は
、

住
民
福
祉
課 

国
民
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

※現金納付の２年分前納は、住民福祉課へ申込みが必要に
　なります。［事前申込みの締切りは、３月末日まで］

（参考）全納による割引額（平成28年度保険料による推計）

納付方法 納付額（円）

2年分前納
口座振替

現金納付

口座振替

現金納付

口座振替

377,310

191,030

191,660

96,450

15,690

4,090

3,460

1,110

1年分前納

6か月分前納

割引額（円）

平成29年度分は、申込みが必要

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら

　
町
で
は
、２
月
15
日（
水
）か
ら
３
月
15
日（
水
）ま

で
の
期
間
中
、申
告
相
談
と
申
告
書
の
受
付
を
行
い

ま
す
。

　※

期
間
前
の
申
告
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
申
告
相
談
の
く
わ
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
、今
月
の

広
報
紙
と
一
緒
に
お
届
け
し
ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
告
義
務
の
あ
る
方
は
忘
れ
ず
に
申
告
を
！

　
農
業
、漁
業
、商
工
業
、営
業
等
を
さ
れ
て
い
る

方
、不
動
産
所
得
、配
当
所
得
、一
時
所
得
が
あ
っ
た

方
、給
与
所
得
者
で
源
泉
徴
収
を
し
て
い
な
い
事
業

所
ま
た
は
市
町
村
に
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し

て
い
な
い
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
方
は
、忘
れ
ず
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。（
く
わ
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ

さ
い
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に
つ
い
て

　
申
告
者
は
も
ち
ろ
ん
、控
除
対
象
配
偶
者
、控
除

対
象
扶
養
親
族
、16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
及
び
事

業
専
従
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。

本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
い
、申
告
手
続
な

ど
に
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
」と「
本
人
確
認
書

類
の
掲
示
ま
た
は
添
付
」が
必
要
に
な
り
ま
す
。　

所
得
税
の
確
定
申
告
及
び

　
町
県
民
税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て

国
保
税
の
所
得
申
告
も
忘
れ
ず
に
！

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
廃
車
や
名
義
変
更
は
３
月
末
ま
で
に

　
町
で
、申
告
相
談
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、本
人
確

認
書
類
の
コ
ピ
ー
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
本
人
確
認
書
類
の
具
体
例（
①
②
ど
ち
ら
か
の
コ

ピ
ー
）

①
個
人
番
号
カ
ー
ド（
両
面
）

②
通
知
カ
ー
ド（※

）＋
運
転
免
許
証
　
ま
た
は
健

康
保
険
の
被
保
険
者
証

※

通
知
カ
ー
ド
の
代
用
と
し
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
の
あ
る「
住
民
票
ま
た
は
住
民
票
記
載
事
項
証

明
書
」で
も
確
認
が
で
き
ま
す
。

 

御
坊
税
務
署
員
に
よ
る
出
張
相
談

　
２
月
28
日（
火
）・３
月
１
日（
水
）・２
日（
木
）に
、

御
坊
税
務
署
員
に
よ
る
出
張
相
談
が
、役
場
３
階
会

議
室
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
譲
渡
所
得（
土
地
な
ど
の
売
買
）、ま
た
は
消
費
税

の
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、こ
の
出
張
相
談
日
に
来
て
い

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

　
な
お
、確
定
申
告
書
の
控
に
御
坊
税
務
署
の
受
付

印
が
必
要
な
方
は
、２
月
28
日
〜
３
月
２
日
の
出
張

相
談
日
に
税
務
署
員
に
受
付
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。

　　
世
帯
主
と
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入
し
て

い
る
方
は
、収
入
が
な
く
て
も
所
得
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す（
世
帯
主
は
、国
保
加
入
者
で
あ
る

な
し
に
関
わ
ら
ず
、原
則
と
し
て
国
保
税
の
納
税
義

務
者
と
な
り
ま
す
）。

　
申
告
を
し
な
い
と
、未
申
告
扱
い
と
な
り
、国
保

税
減
額
の
特
例（
均
等
割
額
と
平
等
割
額
の
７
割・

５
割・２
割
軽
減
）を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、所
得
が
無
く
て
も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　　
軽
自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在
、そ
の
車
両
の

所
有
者
登
録
を
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。そ

の
た
め
、車
両
の
廃
車
や
譲
渡
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
方
は
、３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
盗
難
な
ど
で
車
両
を
紛
失
し
た
場
合
も
、そ
の
手

続
き
を
し
て
い
な
い
と
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
車
両
の
種
類
と
届
け
出
先

◆
小
型
特
殊
自
動
車（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）、

１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
は
、

役
場
税
務
課

（
℡
７
２
|
２
１
６
２
）へ
。

◆
１
２
５
Ｃ
Ｃ
を
超
え
る
二
輪
車
は
、

和
歌
山
運
輸
支
局

（
℡
０
５
０
０
|
５
５
４
|
２
０
６
５
）へ
。

◆
軽
自
動
車
は
、

軽
自
動
車
検
査
協
会
和
歌
山
事
務
所

（
℡
０
５
０
|
３
８
１
６
|
１
８
４
６
）へ
。
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御
坊
税
務
署
か
ら

御
坊
税
務
署
か
ら

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

　
所
得
税
と
贈
与
税
の
申
告
及
び
納
税
期
限
は
、３

月
15
日（
水
）ま
で
で
す
。

（
預
金
口
座
か
ら
の
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振

替
納
付
日
は
４
月
20
日（
木
）に
な
り
ま
す
。）

　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
及
び
納
税
期

限
は
、３
月
31
日（
金
）ま
で
で
す
。

（
預
金
口
座
か
ら
の
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振

替
納
付
日
は
４
月
25
日（
火
）に
な
り
ま
す
。）

　
　

　
御
坊
税
務
署
内
の
申
告
書
作
成
会
場
の
開
設
は
、

平
成
29
年
２
月
16
日（
木
）か
ら
３
月
15
日（
水
）ま

で
で
す
。

　
ま
た
、申
告
相
談
の
受
付
時
間
は
、９
時
〜
16
時

と
な
り
ま
す
。

　
申
告
相
談
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、期
間
内
に
お
願

い
し
ま
す
。

　　
　
　

　
専
門
の
相
談
員（
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談

員
）が
、個
別
に
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

◆
相
談
日
時
　
２
月
17
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

◆
相
談
場
所
　
役
場
１
階
　
会
議
室

申
告
期
限
及
び
納
付
期
限
に
つ
い
て

農
業
資
金
相
談
会
の
開
催

消
費
生
活
相
談
会
の
開
催

総
務
課 

検
査
室（
℡
７2
ー
２
１
４
２
）か
ら

総
務
課 

検
査
室（
℡
７2
ー
２
１
４
２
）か
ら

入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
受
付
は

　
　
　
　
３
月
１
日
か
ら

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら

夜
間
男
女
混
合

　
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

御
坊
税
務
署
内
の

　
申
告
書
作
成
会
場
の
開
設
に
つ
い
て

◆
相
談
内
容
　
▽
訪
問
販
売
な
ど
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル

　
▽
商
品
の
苦
情
　
▽
生
活
の
知
識
　
な
ど

　　
相
談
は
、日
本
政
策
金
融
公
庫
担
当
者
と
の
個

別
相
談
方
式
で
行
い
ま
す
。

◆
相
談
日
時
　
２
月
22
日（
水
）

　
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
の
間
で
順
次

◆
相
談
場
所
　
役
場
１
階
　
会
議
室

◆
申
込
み
先
　
　
産
業
課

　
個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
み
締
切
　
２
月
17
日（
金
）

　
消
費
生
活
相
談・農
業
資
金
相
談
の
く
わ
し
く

は
、産
業
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
が
平
成
29
年
度
に
発
注
す
る
建
設
工
事
、測

量・建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
、物
品
の
販
売
、役

務
の
提
供
等
の
競
争
入
札
に
、参
加
を
希
望
さ
れ
る

町
内
業
者
の
方
は
、申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。た
だ
し
、建
設
工
事
に
つい
て
は
、今
回
は
追
加
受

付（
有
効
期
間
１
年
）と
な
り
ま
す
の
で
、新
た
に
入

札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
の
み
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間

　
平
成
29
年
３
月
１
日（
水
）か
ら
３
月
31
日（
金
）

ま
で（
土・日・祝
日
を
除
く
）で
す
。

　
必
ず
期
限
ま
で
に
申
請
書
と
添
付
書
類
を
検
査

室
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
提
出
書
類
等
に
つい
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、

総
務
課 

検
査
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
せ
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
22
日（
水
）午
後
７
時
〜

（
参
加
チ
ー
ム
多
数
の
場
合
、２
日
間 

開
催
）

●
場
所
　
上
南
部
小
学
校
体
育
館

（
参
加
チ
ー
ム
多
数
の
場
合
、上
中
体
育
館
も
）

●
参
加
資
格
　
み
な
べ
町
に
在
住
、在
勤
さ
れ
て
い

る
社
会
人
の
方

●
チ
ー
ム
編
成
　
１
チ
ー
ム
６
名
と
し
、必
ず
男
性

２
名
、女
性
３
名
以
上
が
常
時
出
場
す
る
こ
と
。

補
欠
は
３
名
ま
で
と
す
る
。

●
申
込
期
間
　
２
月
１
日（
水
）〜
２
月
15
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で

●
申
込
先
　
教
育
学
習
課
、ま
た
は
各
公
民
館
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 ※

申
込
書
も
置
い
て
い
ま
す
。

広報みなべ　2017.2

11

　
み
な
べ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で
は
、新
入
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
募
集
学
年
　
新
小
学
１
年
生
及
び
低
学
年

　
　
　
　
　
　（
い
つ
で
も
入
団
可
能
で
す
。）

●
応
募
方
法
　
南
部
公
民
館（
℡
72
|
１
４
０
０
）へ

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。そ
の
際
、児
童
名・

学
校
名・保
護
者
名・住
所・電
話
番
号
を
お
聞
き
し

ま
す
。（
申
込
締
切
日
は
、あ
り
ま
せ
ん
。）

※

体
験
日
と
し
て
、３
月
11
日（
土
）、３
月
26
日

（
日
）を
設
け
ま
す
の
で
、見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。　

　
な
お
、事
前
に
南
部
公
民
館
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
体
験
日
以
外
の
日
も
見
学
で
き
ま
す
の
で
、南
部

公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
リ
ー
ダ
ー
も
募
集
中

　
成
人
で
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
興
味
の
あ
る
方
、リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
お
問
い
合
わ
せ
は
南
部
公
民
館
ま
で
。　

　
　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

　
　
　
　
新
団
員
募
集
中
！

地方創生加速化交付金について地方創生加速化交付金について地方創生加速化交付金について地方創生加速化交付金について
　今年度、町では地方創生加速化交付金、約７，7００万円を活用
し、下記の事業に取り組んでいます。
　
①みなべ町の梅プロモーション事業
　（梅振興2,636万円、観光1,228万円）3,864万円　
　梅加工製品の国内市場は、ピーク時で約３００億円に達して
いましたが、食生活の洋風化、少子高齢化の影響などにより、
長期低落傾向が続いています。こうした傾向に歯止めをかけ
るために、梅加工品の国内市場活性化のための広報活動施策、プロモーション施策を実施する
ための事業です。　（例　スポーツ＝梅普及戦略、みなべ町教育旅行誘致等）

②世界農業遺産認定活用事業（農業振興）１，975万６千円　　　
　県や田辺市と連携しながら、世界農業遺産に認定された「みなべ・田辺の梅システム」を地域内
外へ知ってもらうための取り組みやシステムの保全と活用を推進するための事業です。　（例　海
外市場の調査、都市圏での特産物販売促進等）

③備長炭保全と森林資源を活用した地域活性化事業（林業振興）１，８８３万２千円
　みなべ川森林組合や備長炭生産者組合等と連携して、備長炭の材料となる「うばめがし」の生
育を促進し、後継者の育成を図り、最高級の炭である備長炭生産技術を継承するための事業で
す。　（例　薪割り機、薪乾燥機等の機材の購入、備長炭のPR、研修等）

　
　くわしくは、町のホームページをご覧いただくか、梅関係については、うめ課（℡74-3276）、林業振興
については、産業課（℡72-1337）へお問い合わせください。

交付金内訳
事業費 77,228  単位：千円

①
38.640
（50％）

①
38.640
（50％）②

19.756
（26％）

②
19.756
（26％）

③
18.832
（24％）

③
18.832
（24％）
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センター
だより
センター
だより

（住民福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

乳幼児健診 （場所 ふれ愛センター）
受付時間１２：４５～１３：１５

４・10か月児健診
（平成28年10月・4月生まれ） 2月14日（火）

健　診　名 実　施　日

1歳６か月児健診
（平成27年7月・8月生まれ） 2月15日（水）

節分まつり　3日（金）10：00～11：00
 南部保育所    （℡72-4520）
 上南部こども園（℡74-3022） 
 高城保育所   （℡75-2044） 
 清川保育所   （℡76-2251） 

お店屋さんごっこ
 愛之園保育園 （℡72-2371）
 

　　６日（月）  ９：45～10：30
　

外で自由遊び
 高城保育所   （℡75-2044） 16日（木） 10：00～11：00

２日（木） 10：00～11：00

３日（金） 10：00～11：00
３日（金） 10：00～11：00

外で自由遊び
  清川保育所     （℡76-2251）

ひなまつり
上南部こども園 （℡74-3022）
高城保育所     （℡75-2044）

※申込みが必要です。

（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

　女性特有のがんは、早期に発見されれば完治の可
能性が高いとされています。
　平成28年５月に、年齢に応じて対象者の方に、子宮
がん・乳がん検診の「無料クーポン券」と「検診手帳」を
送付しています。本来必要な自己負担（１４００円程度）
が無料で受診できます。　ぜひ検診を受けて下さい。

トレーニング教室トレーニング教室
２月3日・10日・17日・24日の金曜日
18：00～21：00　トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00　健康リズム体操
                   （音楽に合わせて行う楽しい体操です。）　
参加費は無料。成人ならどなたでも参加ＯＫです。
※この教室は成人の方の健康づくりを目的としています。
　お子様連れで参加される方は、お子様の安全や教室の
妨げにならないようご配慮をお願いします。

場所：はあと館（社会福祉センター）

子宮がん・乳がん検診は
　受けましたか？

クーポン券の有効期限は、平成29年3月31日です。

　昨年、ミニドックやがん検診を受診して「精密検査が
必要」と言われたのに、まだ検査に行っていないという方
はいらっしゃいませんか。　精密検査を受けないと、本
来の目的である「がんの早期発見」ができません。早く医
療機関へ行って、検査を受けることをおすすめします。

精密検査が必要と言われた方へ

　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人であること
を証明できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

３月２日（木） （南部ライオンズ・町共催）
  9：00～10：30　晩稲区民会館前

12：00～14：00　㈱梅一番井口様前

14：45～16：45　ふれ愛センター

献血にご協力をお願いします
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　ふれ愛センターでは、毎日（土曜日の午後及び日曜・祝
日を除く）ボランティアによる喫茶を運営しています。

　月１～２回ほど、２時間程度、コーヒーなどを入れたり、
みんなとお話をしたりしてくれる方を募集しています。（年
齢は問いません。）
　人とのふれあいの大好きな方、ぜひご協力ください。

日　時
場　所
対　象
内　容

２月23日（木）13：30～15：00
ふれ愛センター
妊婦または小さなお子さんの保護者
赤ちゃんの食事（離乳食の試食をします）

マタニティー＆ベビーサロン 「ふれ愛喫茶」ボランティア募集

※事前に申し込みが必要です。
　申し込みは、こひつじランドまたはふれ愛センターまで

認知症サポーター養成講座
　認知症は他人事ではなく、誰にでも起こりうる可能性があります。
認知症の方や家族の方が住み慣れた地域で安心して生活を送るために、認知症について正しい知識と理
解を地域において広めていく認知症サポーターになりませんか？

●養成講座の内容
　◇認知症とは何か？（診断・治療・予防について）
　◇認知症の人やご家族への支援や対応
　◇サポーターとしての心がまえ、心配り等
　講座は１時間～１時間半程度で受講料は無料。
　講座を受講した方には、「認知症の方を支援します」という意志を
　示すオレンジリングが渡されます。

●養成講座を受講するには
　おおむね10人以上の受講者が集まれば、ご希望の場所で講座を開催させていただきます。また、少人数
の場合は、参加いただける今後の養成講座の機会をご紹介させていただきます。
　お気軽に、下記事務局までご相談ください。

●申し込み先
　認知症キャラバン・メイト事務局　みなべ町地域包括支援センター
　TEL７４－８０６５　FAX７４－８０１３
※土日・祝日を除く８時30分～17時15分までにお問い合わせください。

午前９時～11時
午後１時30分～３時

喫茶時間

お問い合せは、ふれ愛センター保健師まで








